私の好きだったあの選手は、若いころは俊足を活かして、縦横無尽にグラウンドを走り回り、頭の上を超えそうな打球を難なくキャッチするなど「守備の名手」として活躍していた。
しかし、あるときスライディングしたときに足をひねって、以前のように速く走ることができなくなった。すると「指名打者」として、勝負強い打撃を披露するという、別の面でアピールして新たなフィールドで活躍するようになった。
確かに俊足で華麗なプレーをしていたころのほうが、あの選手のファンは多かったと思う。しかし、打撃専門で一打席一打席に勝負をかける彼の執念を目にすると、むしろ今のほうが彼の持ち味を活かした、彼らしいパフォーマンスを披露しているのでは、とさえ思うのである。

指名打者について

自チームの攻撃時にピッチャーに代わって打席に立つ、攻撃専門の選手のこと。英語では「DesignatedHitter」というため、頭文字を取って「DH」とも表記される。1973年に大リーグのアメリカンリーグで採用され、日本では２年後にパシフィックリーグが採用し、今では「WBC」などの野球の国際大会でも数多く採用されるようになった。
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